
 

 

 

 

 

 

聖 句 ：はじめに神は天地を創造された。 (創世記 １章１節) 

保育目標：0歳児 ・水や砂・泥などに触れ、夏の遊びを楽しむ。 
     １歳児 ・自分の思いを周りの大人に受けとめられて、自分からやってみようとする。 
     ２歳児 ・夏ならではの遊びを楽しみ、やってみたいことをみつける。 

３歳児 ・自分の思いを保育者や身近な友だちに態度やことばで伝えようとする。 
     ４歳児 ・遊びの中で表現することを楽しむ。夏を感じて心身を開放して遊ぶ。 
     ５歳児 ・遊びの中で探求することや交わることを心ゆくまで楽しむ。夏を感じて心身を開放して遊ぶ。 
          祈りの時に共にいてくださるイエスさまを感じて「アーメン」と声を合わせる。 

２０２３年 ７月号 
関東学院六浦こども園 

みずからのために道しるべを置きみずからのために標柱をたてよ （エレミヤ３１：２１） 

人になれ 奉仕せよ 

４月から始まった生活にも慣れ、「友達と一緒に」を楽しみ、「友達を意識して」活動する姿が増えました。 
友達との距離が近くなるこの時期、嬉しそうな笑顔と共に増えるのが「関わりから起こるトラブル（けんか）」です。 
口論だけでなく幼い子どもたちですから、押す、たたく、大泣きする、時には噛んでしまう事もありますね。 
 誤解、物の取り合い、意地の張り合い、意見の相違、言葉の足りなさ…理由は様々です。一人一人違う性格や個性を持
ち、成長の度合いやぺース、育っている家庭環境もそれぞれです。その為感じ方、捉え方、表し方がそれぞれ違い、好ま
しい方法ではありませんが、時にはぶつかり合うこともあるのです。 
 先日こんなことがありました。 
年少のAちゃんは使ったおもちゃをウッドデッキの水道で洗っていました。その場にいた2人の女の子も自然に加わって3
人で楽しく洗い物ごっこをしていると、大きなタライを見つけました。三人はせっせとその中に水を運びました。半分く
らい溜まると手を入れて「つめたいね！！」「気持ちいいね！」と顔を見合わせます。遊んでいるうちに上履きが濡れたの
で2人の女の子は裸足になりました。これまであまり経験がなかったAちゃんは上履きを脱ぐことに抵抗があったようで、
二人を羨ましそうに見ていました。しばらくすると「私も！」と裸足になり水に入ると「うわ！冷たい！」と言いながら
自分の足に何度も水をかけ、だんだん体にもかけてキャッキャッと喜び、水の感触を楽しみながら遊んでいました。 
すると急にAちゃんがBちゃんに水を掛けました。Aちゃんの表情はとても嬉しそうです。数滴ですが顔に水がかかった

Bちゃんは怒りながら大泣きしました。じーっとBちゃんを見つめていたAちゃんの表情がみるみる困った顔に変わりまし
た。私は Bちゃんを慰めつつ Aちゃんに「どうしたの？Bちゃんびっくりしたよ」と声をかけると、「違うんだよー。違う
のー。冷たくて気持ちいいんだよぉ」とぽつりと言いました。Aちゃんは自分が気持ちよかったのでBちゃんにも水を掛け
たら喜ぶだろうと思ったようです。 
 私は「自分が気持ち良かったからＢちゃんも気持ち良いだろうって間違えて水をかけちゃったんだって。突然でびっく
りしたよね。」と Bちゃんに Aちゃんの気持ちを伝えると、「気持ちよくないよ！でももういい！」と Bちゃんは少しブス
ッとした顔で理解してくれました。Aちゃんはほっとした表情になり小さな小さな声で「ごめんね」と言いました。 
この場面の一部を切り取って見たり聞いたりすると「面白がっていじわるをした」と思うかもしれません。「いじわる」

と決めつけて、理由も聞かずただ謝らせていたら二人はお互いの気持ちを学ぶ機会を逸していたでしょう。子どもたちは
この経験から相手と自分の思いの違いを知り、それぞれが大事であることを学んでいます。 
 私たち保育者は子ども同士のトラブルの場面に遭遇すると、それぞれの子どもたちの言い分を聞いて気持ちの橋渡しを
し、どう伝えればよかったかを一緒に、且つ真剣に考えて伝えています。 
 子ども行動や表しには必ず意味や理由があるのです。 
 子ども達の成長には成功体験が大切で、周囲からそれを認められることは大事なことです。でも子どもはたくさん間違
いや失敗をします。それもまた成長には不可欠なのです。大事なことは「大人に話をしっかり聞いてもらい、失敗や間違
いもちゃんと理解してもらうこと」「失敗したり間違えたら、一緒に考えよう、といつも見方でいてくれる大人がいること」
だと思うのです。そうした環境の中、子どもは自分自身の間違いや失敗と向き合い、自分でそれを認めて、また歩みだし
ていく心が育っていくのでしょう。 
子どもたちが毎日の園生活の中で経験している一つひとつのことを否定的にではなく「学び」として見守り支えていき

たいと思います。大人は子どもの「安心できる心の基地」でありたいですね。 
 今年の夏も暑くなるとニュースで聞きました。熱中症や様々な感染症に気を付けながら、この夏も神様に心も身体も守

られて元気に過ごしていきましょう。                                         主任   藤肥 礼子 


